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令和６年度より「朝活動」を再開します！ 

  －コロナ禍により変わったり、制限されたりした教育活動を見直します－ 
 

共栄小学校長  加藤 隆史 
 

早いもので、今年度も１ヵ月を残すのみとなりました。ここ数年は様々な制限がありまし

たが、新型コロナウイルス感染症の５類への移行後、行事や教育活動が通常のかたちに

戻ってきました。全校で集まる等の児童が関わる活動ができるようになったことは本当に

嬉しいことです。 

来年度の学校の教育活動についても、コロナ禍により変わったり、制限されたりした活

動を再度、見直していく必要があります。その際、以下の点を大切にして見直しをしていく

ことが大切だと考えています。 

 

 

 

 

 

 

そこで、来年度はコロナ禍により中止していた「朝活動」を再開したいと考えてい

ます。朝の会前のわずか１５分という時間ですが、習慣化・日常化して取り組むことで学力

や体力を高めることができます。例えば週２回の朝学習を行うと、１回１５分としても週２回

３５週と計算すると１年間で１７．５時間となります。この時間を活用しない手はありません。 

また、朝の１５分を有効活用すると、さらによいことがあります。それは、分断された時間

の間を「楽しいこと」や「やりたいこと」で埋められることです。２０分休みや昼休にしわ寄

せがきていた様々な活動をこの時間に行うことで、一日のよいリズムを生み出すことがで

きます。それにより、子どもたちの生活そのものが生き生きしてくると考えます。 

日課や内容等については、今後、学年通信等でお知らせをしていきます。何卒、ご理解

とご協力をよろしくお願いします。 

                                      教育目標「なかよく かしこく たくましく」 

－一人一人を大切にする「風通し」のよい学校－ 

                                            多治見市立共栄小学校 Ｒ６．２．２９ ひ び き 

・単にすべてをコロナ禍以前に戻すのではなく、本当に必要なことに絞って、再開し 

たり復活させたりしていく。 

・コロナ禍で一人１台タブレットの活用などＩＣＴを取り入れた教育活動を行ってきた。

このことについては、引き続き工夫しながら取り入れていく。 

・多くの児童が集う学校ならではの児童同士や地域の方々が触れ合える活動を大切 

にしていく。 

素晴らしい「６年生を送る会」になりました！ 

 昨日（28日）の 3時間目、全校が体育館に集まって盛大に行うことができました。5年 

生が中心になって在校生は感謝の気持ちを精一杯あらわしました。６年生のお礼の言葉や 

合唱も心のこもったもので、本当に温かい雰囲気の会でした。 

 本校の HP にも多くの写真をアップしましたので、ぜひご覧ください 


